
道徳学習指導案

平成１７年７月２１日（木）第５教時日時
２年Ａ組 15 ･ 12 ､ 計２７名生徒 男子 名 女子 名

池 野 勝 子指導者

１、主題名 『広い心』 内容項目 ２－⑤ 個性や立場の尊重

２、資料名 『石ころ』（金子みすゞ）
（ 「心を育てる新しい道徳授業を創る」明治図書 より ）

３、主題設定の理由

人はそれぞれ自分の見方考え方をもっており、それは他人といつも同じとは限らない。
これらは、個性やその人の立場として尊重され、理解されるべきことである。しかし、時
として、一方的な見方をされ、個性や立場を否定されることもある。
生徒たちは中学校生活にも慣れ、どうしても馴れ合いになりがちな人間関係にある中、

４月から学級担任が変わり、さまざまな面で新たな取り組み方法を学ぶこととなった。そ
の必要性を感じ、学級全体が担任に応えるべく努力してきた１学期であったように思う。
この先、この姿勢を向上させていくためには、どうしても対仲間への広い心をもつ必要が
あるだろう。そこで、それぞれの個性や立場を尊重し、互いの差異を認め合うことの大切
さに気付かせていきながら、相手の人格を尊重する態度を育てていけたらと思い本主題を
設定した。

４、本時の目標

それぞれの個性や立場を尊重し、いろいろなものの見方や考え方があることを理解して
謙虚に他に学ぶ広い心をもとうとする態度を育てる。

５、本時の展開

学 習 活 動 主 な 発 問 指導上の留意点

導 ・４つの箱を用意して、好 ・ここにある４つの箱から一つ選ぶ ・大きさや包み紙
きなものを選び、名札を としたらあなたはどれを選びます の違う箱を、外見

入 置く。 か。 の判断のみで選ん
でみる。

・詩「石ころ」の印刷され

・詩「石ころ」を朗読、群 発問 ・石ころに対して
読し、ワークシートに２ 石ころにつまずいたときの子供 批判的な意見が多

展 つの発問に対する自分の や馬はどんな気持ちだったか。 く出ることを期待
考えを記入する。 したい。

・２つの発問に対する自分 発問２ ・石ころは悪い奴
の考えを発表し合う。 転ばせてつまずかせた石ころは だと思い込んでの

どんな気持ちだったか。 見方しかできなく
なることを無意識
に体験させたい。

・ワークシート②を配布



・全体で、転んだのは石こ
ろのせいではないことを 発問３ ・一方的な思い込
確認する。 その道に最初にいたのは誰か。 みをしていると取

転んだのは誰のせいか。 り返しのつかない
事態を引き起こす

・大正時代の夕ぐれの田舎 ということを感じ
道を想像してみる。 取らせたい。

・「けろりかん」の悲しい 発問４ ・前段の反応とは
開 強がりを理解する。 ひとりぼっちで夕日の中にいる まったく逆の視点

石ころは、どんな気持か。 から石ころを心情
を類推する。

・４つの箱を開けてみる。 ・導入での４つの箱は、予想通りの ・外見の印象と中
シートにその結果を記入 中身だったか。 身のズレを確認す

終 する。 る。

・箱と詩の学習を振り返り ・この箱と詩の学習の共通点「思い ・級友やまわりの
話し合う。 込み」は普段の自分の生活の中に 人々に対しての日

もあるのではないだろうか。 頃の接し方を振り
返る。
・石の一部分しか

末 ・ワークシート②に感想を 見えない箱の蓋を
記入する。 開け、大きな石の

全体を見せる。
・教師の説話

６、評価
自分の目に映る一部分だけではなく、いろいろなものの見方があるということに気づく
ことができたか。

７、板書計画

「石ころ」

①子ども・馬
Ａ

・
③ころんだのは？・

・
・ Ｂ

↓
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・
・



ワークシート①

２年 番

＊ ＊ け 赤 石 い と あ つ き こ き
け た ろ い こ な お し ま ろ のよ

石ろ れ り 夕 ろ か る た ず う ば う
り か 日 は の や は か は せ は

こか だ ん に み ら た す お て 子
ん れ ち れ 馬 ど

ろの が を も
し平 を
て気
いで
る知
さら
まん

顔

①石ころにつまずいたときの子どもや
馬はどんな気持ちだったと思いますか。

②ころばせてつまずかせた石ころは
どんな気持ちだったと思いますか。



ワークシート②

２年 番

③ころんだのはだれのせいですか。

④ひとりぼっちで夕日の中にいる石ころは
どんな気持ちだと思いますか。

◎今日の学習の感想


